


























































































































































































































































































































































１）Bulletin des agriculteurs, Roy, Gabrielle « Après trois cents ans » , septembre 1941, p.39. 
　　ウエストマウントは英語系の富裕層が住む地区で，ウートルマンはフランス語系の多く住む地区として知られて
いる。


















９）Liberté, « Paris se montréalise-t-il ? » novembre 2005, p.7.
10）Ibid., p.27. 
11）Biron, Michel et d'autres, Histoire de la littérature québécoise, Boréal, 2007. p.561-572. 
12）Dickner, Nicolas, Nikolski, Québec, Éditions Alto, 2005. 
13）Dupuis, Gilles, « Les écritures transmigrantes. Les exemples d'Abla Farhoud et de Guy Parent » , Chartier, Daniel et 
d'autres, Littérature, Immigration et Imaginaire au Québec et en Amérique du Nord, L'Harmattan, p.259-273.  
14）ケベック文学の研究者であるダニエル・シャルテエも2007年3月にモントリオールで筆者がインタビューした際，
そのような見解を示していた。
15）Abla Farhoud, Le Bonheur à la queue glissante,  TYPO, 2004.
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　　『すり抜けし幸福』のすべての引用と参照はこの版からで，翻訳は筆者による。








24）例えば，ケベックで広く流通しているフランス語系の雑誌 L'actualité, 15 septembre 2007，において，101号法施
行後30年を迎えたケベックの状況についての決算が特集されている。そこで，ケベックでフランス語が統合の言
語として広く受け入れられている現状が分析されている。 “Vivre en français en Amérique, Yes sir!” 
25）ここで述べてきた多民族化とコスモポリタニズムの進展は，主にケベック州の人口の約半数（350万人）を抱え
るモントリオールでの現象であるが，しばしば指摘されるように，モントリオール以外のケベックの地域では，
いまだにフランス系住民が80％以上を占め，都市部と地方との間には大きなギャップがある。近年，この地政学
的な差異が際立ち始め，様々な論議を呼んでいる。
〔付　記〕
この論考は，平成17-19年度科学研究費補助金（基盤研究 C課題番号17520213）を受けての研究成果の
一部である。
（2007年11月16日受付）
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